
区
分
な
し
副
説
で
も
様
々

、

⑫

広
義
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
武
蔵
国
な
お
、
菊
地
さ
ん
は
、
武
蔵
野

一
》

東
京
に
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
「
武
蔵
野
」
と

は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
台
地
一
帯
を
武
蔵
野
と
考
え
て
い

い
う
名
称
に
出
会
う
。
武
蔵
野
市
や
武
蔵
野
公
園
、
武
蔵

全
国
の
地
名
の
由
来
を
研
究
す
る
。
多
摩
川
と
荒
川
、
埼
玉
を
流

野
大
学
な
ど
な
ど
。
そ
こ
で
疑
問
に
思
っ
た
。
武
蔵
野
と

る
「
日
本
地
名
研
究
所
」
（
川
崎
市
）
 
れ
る
入
間
川
に
囲
ま
れ
、
東
京
と

は
ど
の
辺
り
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
．
（
井
上
勇
人
）

事
務
局
長
の
菊
埼
玉
に
ま
た
が
っ
て
い
る
台
地

蕊

ま
ず
は
、
広
辞
苑
で
調
べ
た
。
礎
地
恒
雄
さ
ん
だ
。
江
戸
時
代
に
は
街
道
が
整
備

東
京
探
Ｑ
鑿
錨
講
議
驍
口
題

（
ね
）
Ⅱ
写
真
Ｉ
さ
れ
て
物
流
が
盛
ん
に
な
り
、
独

を
訪
ね
た
。
お
自
の
文
化
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
か

企
西
珊
凹
画
剛
製
唖
諦
観
薮
珪
蕊
樫
鵜
蕊
毒
錬
騨
捌
肥
犠
艫
牒
諾
鮮
驍
延
謂
毒

、
、
 
Ｌ

漠
然
と
し
た
感
を
受
け
る
。
で
は
、
っ
た
と
こ
ろ
が
武
蔵
国
と
い
う
。
み
て
ほ
し
い
」
と
も
話
し
て
い
る
。

-《
掘
亘
枠
亘
 

。
．

そ
れ
で
は
、
こ
の
辺
り
が
広
義

汗
。
一
一
》

の
武
蔵
野
と
い
う
こ
と
か
：
…
・
と

Ｊ
三
雲
田
舟
-

口
一
、
、
．
。
-

一

思
い
き
や
、
そ
う
で
も
な
い
ら
し
 
「
万
葉
集
」
や
「
源
氏
物
語
」

い
。
菊
地
さ
ん
は
「
行
政
で
区
分
な
ど
、
奈
良
や
京
都
が
都
だ
っ
た

園
 
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
地
理
学
や
時
代
の
文
学
作
品
に
も
、
遠
く
離

文
学
な
ど
、
分
野
に
よ
っ
て
武
蔵
- 
れ
た
武
蔵
野
の
名
称
は
登
場
す

野
の
範
囲
は
違
う
」
と
語
る
。
つ
る
。
近
現
代
で
は
、
武
蔵
野
は
数

戯
一
目
砧
．
亘
一
-
一
℃

。
｛

-

凸
冒
冒
望
・

も

冒
容
冒
己
』
一

ま
り
、
明
確
に
示
す
の
は
難
し
い
多
く
の
文
学
作
品
の
舞
台
に
な
つ

途
奄
 
よ
う
だ
。
 
て
き
た
。
、

武
蔵
野
大
学
文
学
部
の
土
屋
忍

〆

教
授
（
弱
）
Ⅱ
写
真
Ｉ
に
よ
る
と
、

国
木
田
独
歩

へ
１
８
７
１
〜

１
９
０
８
年
）

の
「
武
蔵
野
」
は

多
く
の
人
た
ち
の
武
蔵
野
観
に
影

響
を
与
え
た
と
い
う
。
独
歩
は
現

在
の
武
蔵
野
市
境
に
あ
る
「
境
山

野
緑
地
」
付
近
を
散
策
し
た
と
き

の
日
記
な
ど
を
基
に
執
筆
し
た
。

独
歩
は
そ
の
著
書
で
、
東
部
で

は
雑
司
が
谷
（
豊
島
区
）
、
北
部

で
は
埼
玉
県
川
越
市
あ
た
り
、
南

部
で
は
丸
子
（
川
崎
市
）
、
西
部
-

で
は
立
川
市
と
い
つ
た
場
所
を
武

蔵
野
と
し
て
例
示
し
て
い
る
。
林

と
野
原
が
入
り
乱
れ
、
》
自
然
と
生

活
が
密
接
し
て
い
る
場
所
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。

独
歩
の
ほ
か
に
は
、
太
宰
治
や

松
本
情
張
ら
が
、
独
自
の
武
蔵
野

観
を
築
い
た
。
太
宰
に
と
っ
て
は

，
ゆ
う
 
ひ
 
で

現
在
の
三
熈
市
か
ら
見
た
「
夕
陽
」

の
風
雲
が
武
蔵
野
だ
っ
た
。
清
張

の
武
蔵
野
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
や
京
王

線
、
西
武
線
、
-そ
れ
ぞ
れ
を
南
北

に
つ
な
ぐ
バ
ス
路
線
、
さ
ら
に
青

梅
街
道
か
ら
浮
か
び
上
が
る
一
帯

だ
っ
た
。

「
場
所
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
か
ら
こ
そ
、
作
家
た
ち
が
自
分

な
り
の
イ
メ
ー
ジ
で
武
蔵
野
を
描

い
て
い
る
」
と
土
屋
教
授
。
「
作

家
が
描
い
た
武
蔵
野
が
今
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
訪
ね
て
み
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。
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０

．
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ｌ
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１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
２

．
４
鯵
の
敷
地
に
、
薑
は
ヒ
マ

ワ
リ
、
春
は
菜
の
花
を
咲
か
せ

て
逹
二
」
詞
、
邪
弧
う
、
昔
，

と
こ
ろ
で
べ
「
武
蔵
野
」
の
名

を
冠
し
て
い
る
武
蔵
野
市
は
、
ど

う
し
て
こ
の
名
称
に
な
っ
た
の

か
。
埼
玉
県
飯
能
市
の
市
立
博
物

館
学
芸
員
の
波
田
尚
大
さ
ん
（
別
）

Ⅱ
写
真
Ｉ
は
「
二
つ
の
説
が
あ
る

も
の
の
、
は
っ

き
り
と
し
た
由

来
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
」
と
話

す
。
波
田
さ
ん
は
武
蔵
野
市
立
武

蔵
野
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
学
芸
員

だ
っ
た
と
き
に
由
来
を
史
料
で
調

べ
た
℃一

帯
に
は
村
が
四
つ
あ
っ
た
。

１
８
８
８
年
の
市
制
・
町
村
制
公

布
を
前
に
、
北
多
摩
郡
役
所
か
ら

村
名
を
決
め
る
よ
う
に
通
知
さ

れ
、
武
蔵
野
村
と
な
っ
た
。
名
称

を
決
め
る
過
程
で
①
旧
家
の
人
が

「
武
蔵
野
の
野
原
に
あ
る
た
め
、

武
蔵
野
村
に
す
る
」
と
決
め
た
②

四
つ
の
村
が
武
蔵
野
の
原
っ
ぱ
の

中
に
あ
り
、
平
ら
な
地
形
に
あ
る

１
１
と
の
２
説
だ
と
い
う
。

波
田
さ
ん
は
一
つ
目
に
つ
い
て

は
、
「
伝
聞
だ
け
で
、
文
書
が
残

っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
。
二
つ
目

は
文
献
に
残
っ
て
い
る
が
、
「
平

ら
な
地
形
に
あ
る
」
と
い
う
部
分

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
判
然
と
し

な
い
と
い
う
。

そ
の
後
、
武
蔵
野
町
を
経
て
、

１
９
４
７
年
に
武
蔵
野
市
と
な
っ

た
。
波
田
さ
ん
は
「
武
蔵
野
村
と

な
っ
た
由
来
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
当
時
の
環
境
や
人
々
の
薑
ら

し
に
思
い
を
は
せ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
語
る
。

卵
分
）
。
３
月
朗
日
、
釦
日
は
、

菜
の
花
の
摘
み
取
り
が
で
き

る
○

一
一

武
蔵
野
市
の
上
空
か
ら
望
む
武
蔵
野
（
市
提
供
）

尋
一
駄
菓
子
屋
気
軽
に
就
労
体
験

韓

蹄
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Ｐ
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Ｉ
々
Ｊ
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１
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１
１
Ｊ
１
０
-１
１
１
１
１
．
-

も
の
来
店
が
多
く
て
気
兼
ね
な

く
接
客
で
き
る
駄
菓
子
屋
の
開

設
を
決
め
た
。

施
設
に
ま
駄
謨
子
Ｄ
坂
蒄
。
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乗 斤 ′ 暦 I
( 第 3 種 郵 便 物 認 可 ）

武蔵野とはどの辺りを指す？

国木田独歩が散策した境山野緑地の雑木林

独歩太宰請張…l｢独自の武蔵野」
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